
吉き吉
良
家
は
、
清
和
天
皇
の
後
裔
で
先
祖
は
足
利
左
馬
頭
義
氏
。
江
戸
城
に
お
け

る

一
切
の
典
礼
を
司
る
高
家
の
地
位
を
得
た
の
は
、
祖
父
義
弥
の
時
で
す
。
寛
永

十
八
年
生
ま
れ
で
三
郎
の
幼
名
を
名
の
っ
た
義
央
は
、
十
三
才
で
将
軍
家
綱
に
謁

見
し
ま
し
た
。
の
ち
に
、
京
へ
の
使
者
を
任
さ
れ
、
立
派
に
そ
の
大
任
を
果
し
た

こ
と
か
ら
以
後
有
職
故
実
の
家
柄
と
し
て
重
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

賓
客
を
応
待
す
る
こ
と
に
か
け
て
は
、
義
央
は
ま
さ
に
天
才
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

忠
臣
蔵
で
は
悪
役
に
仕
立
て
ら
れ
た
上
野
介
で
し
た
が
、
領
地
の
三
河
の
吉
良

（愛
知
県
西
尾
市
吉
良
町
）
で
は
評
判
が
高
く
、
町
の
人
は
今
で
も

「吉
良
様
」

と
呼
ん
で
敬
っ
て
い
る
善
政
の
殿
様
で
し
た
。
新
田
の
開
拓
や
塩
業
の
発
展
に
尽

力
す
る
な
ど
、
多
く
の
事
業
で
成
功
を
お
さ
め
、
特
に

一
昼
夜
で
築
い
た
と
い
わ

れ
る
長
さ
百
八
十
二
メ
ー
ト
ル
の
堤
が
あ
り
、
こ
の
治
水
工
事
で
豊
作
が
保
証
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
今
で
も

「黄
金
堤
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
領
地
に
滞
在
し
て

い
る
間
は
赤
い
馬
に
乗

っ
て
領
内
を
巡
回
す
る
の
が
日
課
と
し
て
お
り
、
「吉
良

の
赤
馬
」
は
名
君
吉
良
様
と
共
に
今
で
も
そ
の
名
を
残
し
て
い
ま
す
。

自ら

士与
碑豚

す
け

よ
し

ひ
さ

奮
雲
費

貧
杏
Ｔ
・も
こ

●
Ｊ
Ｒ
両
国
駅
東
口
下
車
５
分
　
●
大
江
戸
線
両
国
駅
下
車
―。
分

両国三丁目吉良邸跡保存会
会長 岡崎 安宏
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墨田区道路公園課
TEL 03-5608-6597

墨

口
区
長
　
山
　
本
　
　
亨

赤
撻
波
士
の
討
入
り
か
ら
、
三
百
年
以
上
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。
町
並
み
や
人
々

の
暮
ら
し
が
変
わ
っ
て
も
、
足
巨
蔵
の
物
語
は
、
今
も
な
た
ち
の
だ
に
響
き
続
け
ま
す
。

そ
う
し
た
ヤ
、
こ
の
吉
え
邸
跡
が
、
地
域
の
皆
様
の
恙
に
よ
り
、　
い
に
し
え
の
面
影
を

残
し
保
存
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
は
、
大
変
意
義
深
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
吉
え
邸
跡
は
、
現
在
、
本
所
松
坂
町
公
園
と
し
て
、
開
園
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
と
も
、
地
域
の
皆
様
の
御
協
力
を
得
て
、
都
指
定
旧
跡
の
、
墨
口
区
の
名
所
と
し
て
、

多
く
の
方
々
に
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

鸞 警 攀 攀 讐

I松 坂 稲 荷 I

国内にある「松坂稲荷』は、徳

川氏入国後、水 門内に鎮座 され

た「兼春稲荷」と、古くこの地に
祀 られていた「上野稲荷Jの 二

社を合祀 し、昭和十年当所に遷
座されたものです。

一吉
良

跡

姜諄
松
坂
鷹公
園

躙

卿



両
国
小
学
校
の
少
し
西
側
、
旧
本
所
松
坂
町
、
現
在
の
墨
田
区
両
国
三
丁
目
に
、
な
ま
こ
壁
に

囲
ま
れ
た

「吉
良
邸
跡
」
が
あ
り
ま
す
。
元
禄
十
五
年

（
一
七
〇
三
）
十
二
月
十
四
日
、
赤
穂
の

四
十
七
士
が
討
入
り
し
た
と
こ
ろ
で
、
『忠
臣
蔵
』
で
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

吉
良
上
野
介
の
屋
敷
は
、
は
じ
め
鍛
治
橋
の
屋
敷
を
拝
領
し
て
い
ま
し
た
が
、
刃
傷
事
件
の
あ
と
、

赤
穂
浪
士
が
吉
良
屋
敷
に
討
入
る
と
い
う
噂
が
あ
り
、
周
囲
の
大
名
屋
敷
か
ら
苦
情
が
出
て
、
元

禄
十
四
年
八
月
御
用
地
と
し
て
幕
府
に
召
し
上
げ
ら
れ
、　
一
時
こ
ど
も
の
上
杉
弾
正
大
弼
の
屋
敷

に
身
を
寄
せ
、
そ
の
後
、
同
年
九
月
、
こ
こ
本
所
松
坂
町
の
松
平
登
之
助
の
屋
敷
を
拝
領
し
移
り

住
み
ま
し
た
。
江
戸
城
近
く
の
屋
敷
か
ら
比
べ
れ
ば
、赤
穂
浪
士
の
討
入
り
は
、格
段
に
容
易
に
な
っ

た
と
世
間
で
い
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
吉
良
家
上
屋
敷
は
広
大
で
、
東
西
七
十
三
間

（約

〓
壬

一
ｍ
）
南
北
三
十
四
間

（約
六
二
ｍ
）

二
千
五
百
五
十
坪

（約
人
四
〇
〇
２ｍ
）
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
吉
良
上
野
介
が
こ
の
屋
敷
を
拝
領

し
た
の
が
、
元
禄
十
四
年

（
一
七
〇

一
）
九
月
三
日
、
義
士
の
討
入
り
が
あ
っ
て
没
収
さ
れ
た
の

が
元
禄
十
六
年
二
月
四
日
と
、
前
後

一
年
半
に
満
た
な
い
短
期
間
で
し
た
。

屋
敷
の
表
門
は
東
側
、
今
の
両
国
小
学
校
に
面
し
た
方
に
あ
り
、
裏
門
は
西
側
で
、
東
　
西

・

南
の
三
方
は
周
囲
に
長
屋
が
あ
り
、
北
側
に
本
田
弥
太
郎
、
土
屋
主
税
の
屋
敷
と
地
続
き
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
建
坪
は
、
母
屋
が
三
百
八
十
八
坪

（約

一
二
八
０
２ｍ
）
長
屋
は
、
四
百
二
十
六
坪

（約

一
四
〇
〇
２ｍ
）
で
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
現
在
、
「吉
良
邸
跡
」
と
し
て
残
る
本
所
松
坂
町
公
園
は
、

二
十
九
　
五
坪

（約
九
八
２ｍ
）
で
当
時
の
八
十
六
分
の

一

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
昭
和
九
年

（
一
九
三
四
）
地
元

両
国
三
丁
目
町
会
有
志
が
発
起
人
と
な

っ
て
、
邸
内
の

「吉
良
公

御
首
級
３
じ
る
し
洗
い
井
戸
」
を
中
心
に
土
地

を
購
入
し
、
同
年
三
月
に
東
京
市
に
寄
付
し
貴
重
な
旧
跡

が
維
持
さ
れ
ま
し
た
。
区
へ
の
移
管
は
、
昭
和
二
十
五
年

（
一
九
五
〇
）
九
月
で
す
。

公
園
を
と
り
囲
む
高
家
の
格
式
を
表
す

「な
ま
こ
壁
」

と
黒
塗
り
の
門
が
、
僅
か
に
、
当
時
の
模
様
を
偲
ば
せ
て

い
ま
す
。

毎
年
十
二
月
十
四
日
の
討
入
り
の
日
に
は
、
赤
穂
四
十
七

士
と
、
吉
良
二
十
士
の
両
家
の
供
養
を
行
う

『義
士
祭
』

が
、
両
国
連
合
町
会
主
催
で
行
わ
ね
、
十
二
月
の
第
二
の

園
内
に
あ
り
ま
す
吉
良
上
野
介

の
座
像
制
作
に
当

っ
て
は
、
愛
知

県
西
尾
市
吉
良
町
に
吉
良
の
菩
提

寺
華
蔵
寺
が
あ
り
、
上
野
介
五
十

歳
の
時
、　
Ｉ
（
九
〇
年
頃
自
ら
が

造
ら
せ
た
寄
木
造
の
座
像
が
現
存

し
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
型
を
そ

っ

く
り
に
、
ま
た
、
愛
知
県
歴
史
編

纂
委
員
会
の
調
査
資
料
を
参
考
に

制
作

い
た
し
ま
し
た
。

両
国
三
丁
目
町
会
と
吉
良
邸
跡

保
存
会
が
主
体
と
な
り
、
吉
良
町

の
ご
協
力
も
戴
き
ま
し
た
。

（平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
二
日
建
立
）

土

曜
日
　
日
曜
日
に
は
、

両
国
三
丁
目
松
坂
睦
主
催

で
、
地
元
商
店
会
を
は
じ

め
、　
一
〇
〇
店
余
が
出
店

す
る

「
死
禄
市
」
も
開
か

れ
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
す
。

ま
た

コ
ロ良
袋
と
も
催
さ
れ
、

主
君
の
た
め
に
亡
く
な

っ

た
吉
良
家
家
臣
の
冥
福
を

祈
っ
て
い
ま
す
。

■

Ｊ
靱
贔
写
懸磋

率
群
就
萩
町
公
回

1鷹

…
…
壌
鰊
颯
隋

吉良上野介義央公座像

両国三丁 目松坂睦主催 「元禄市

吉良邸跡 正門吉良上野介義央公像《園内全景》吉良上野介追慕碑  吉良家 家臣二十士碑  みしるし洗い丼戸


